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　基地受け入れ推進派は，「YS－11型機の製造は中止

された．現存の三宅空港はジェット機には小さすぎるの

で，数年後には空路が途絶え，島の主産業の観光事業は

大打撃をうけ，過疎防止の将来はない．」と焦る．反対

派は，「訓練による騒音公害が予想され，自然と静けさ

’が売り物の島の観光事業にも大いに悪影響があろう．該

基地がよその各地で拒否されるのも，さまざまなマイナ

スがあるために違いない．」と主張する．

　過去33年間もこの活火山島に取り組み，かかりつけの

医者と患者のような間柄で，推進派とも，反対派とも親

しい私は，火山対策に端を発したトラブルで島民達が真

っ二つに割れて抗争するのは，遺憾千万と言うほかはな

い．お互いに虚心坦懐に話し合い，島の明るい未来を切

り開く方策をとりまとめてほしいものである．

　1951年6月，私は三宅島から“往診”を頼まれて初渡

島し，島民達をおびえさせた諸現象が，噴火の前兆では

ないことを解明した．しかし，将来に備え，常時火山観

測体制の創設に微力を尽すことを誓うと共に，島民達も

郷土の火山について知識を養い，防災意識を高めていく

ように要望し，それにも喜んで力添えしたいと訴えた．

以後，1962，83両年の大噴火の調査を含めて約20回渡島

したが，島内での普及講演回数は30回近い．1951年の現

地調査に協力してくれた高校生を，翌年，東京へ就職・

進学させたが，その人は立派な地球物理学者となり，

1983年の三宅島噴火の観測研究でも活躍した，また，1957

年に常時火山観測を三宅島測候所の業務に加え，1963年

度に現状のような観測体制に再整備したのであった．

　今後，三宅島の常時火山観測体制は一段と充実・強化

されるべきあろう．しかし，その場合，海に囲まれた島

ならではの種々の難点があり，例えば，震動観測は波や

うねりに邪魔されやすい．気象庁が常時観測中の17火山

中で，浅間山等の8火山では5000倍で実施しているが，

三宅島では1000倍にしている．基地の受け入れば，人工

的にこの条件を悪化させるであろう．1953年，米軍が浅

問山を演習地にしょうとしたが，精密火山観測が致命的

に害されるとして，強く反対され，遂に断念してしまっ

た．また，客観的にみて，三宅島にはYS－11型機程度

がふさわしく，それが使えなくなったら，例えばBAe

－146型機（英国）などを輸入すれぽよいであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元気象庁）

校歌と筑波山

朝　倉　隆太郎

　小中学生時代に歌った校歌は，年老いても折りにふれ

口ずさみ，故郷の風光，恩師の教え，友人の誰彼が思い

出される．その歌詞には郷土の山や川や海が歌いこまれ，

それらの自然を媒介として人生いかに生きるべきかを子

どもたちに無意識のうちに教えているのが校歌である．

　紫煙る男体の　山に夕陽の沈むとき　躍る吾等の双腕

　（もろうで）に不抜の力偽れたり

　これは，私が宇都宮で小学生時代をすごしたときの校

歌の一節であるが，この歌詞を口ずさむと，日暮れまで

校庭でサッカーのボールを蹴った思い出とともに，身体

を鍛えること，健康に留意すべきことを自分に言いきか

せ，あの男体山のようでありたいと思う．

　筑波大学に勤務するようにな？て5年を経た．毎週見

ている山であるが，筑波大学から見るその山容は，おだ

やかである．「横たわる仏に似たり筑波山」と一句作っ

たら，学生いわく，「仏」より「女」のほうがよいです

よと．年齢の差か．

　栃木・茨城・千葉3県の全中学校に依頼して校歌を収

集した．その中から，筑波山を歌っている中学校の分布

は図のとおりである．筑波山は北北東の60。を除いて，
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四方3000の範囲から歌詞に歌いこまれ，調査対象の中で

は最も広い角度である．茨城県内だけでなく，千葉県の

銚子市，千葉市に及ぶとともに，千葉県北部から栃木県

の芳賀・下都賀両郡にかけての中学校の校歌になってい

る．東京都・：埼玉県を調査対象に加えれば，さらに広範

囲になるであろう，

　紫匂う筑波山に結びつく徳目は，「理想」「そのきびし

さに，たくましき意志つちかい」「筑波は遠く希望呼ぶ」

「不屈の筑波」「ゆるぎなく」「礼節」「あこがれ」「正義

の誓い」「進取の意気」などであるが，「理想」と「希望」

を筑波山に求める校歌が多い．

　万葉集の古歌をはじめ多くの詩歌に詠まれ，鎌倉時代

以後信仰登山の山は，今も校歌の中に生きている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大学）

北斗七星象徴の七天王塚

山　田　安　彦

　千葉市街地南東部の猪鼻台地上に，北斗七星を象徴化

した小円墳形式の地物が七基存在する．この台地は通称

「猪鼻台」で，四方から複雑な開析谷が入り込み，甚し

く変形したX字形の平面形態を呈する標高22～23mの台

地地形を形成する．周囲の谷津田とは大体ユ5～6mから

20m前後の比高をなし，上辺は断崖をもって接す．まさ

しく過去においては天険要害の地であった．東方から西

流する都川はこの台地の北東から全周にかけて流れ，西

方で東京湾に注ぐ．この地点は東京湾奥北東部の水陸の

結節点に当り，しかも安房・上総の両国府から北上する

道路と，下総国府から東行する道路が結合して常陸方面

に向う要衝の地である．このように立地環境と地形環境

により，交通上，軍事上，政治上，かつまた洪水防禦上，

猪鼻台は立地上有利点を有する．したがって当時の在地

豪族がその場を見逃す筈がない．

　『千学集抄』によれぽ，千葉健脚は大治元年（1126）に

上総国大椎から猪鼻に居城を移した，築城とともに居館

集落の道路網を整備し，千葉一門の屋敷侍屋敷，町人

屋敷市場町，職人屋敷などを配置したのである．なお

それのみではなく，千葉氏猪鼻居館集落の守護神として，

艮の方位に曽場鷹大明神（現貝塚町下顎）に勧請し，鬼

門を守護することにした．その対臆的位置の裏鬼門，す

なわち坤の方位に御達報稲荷大明神（現稲荷町五田保）

を，西方の結城に神明社（現神明町）を，南の千葉寺に

は龍蔵権現を勧請している，それらは今も現存する．な

お現地形を詳細に観察すると，猪鼻台先端から北へ約1

kmにわたり伸展する標高5～7m弱の微高地がある．

これは旧砂地であろう．この北端に香取神社が，さらに

その北部に妙見神社が鎮座している．それらの少し西寄

り，猪鼻からはやや乾の方向に当る位置に，妙見尊を奉

祀する北斗山金剛心寺を建立した．この北に伸びた微高

地に建設された道路が千葉氏猪鼻居館集落の基軸のよう

に推察される．何故なら，この道路両側に千葉一門家臣

の邸宅を配置しているからである．なお同史料によると，

堀内（城郭内）には牛頭天王を奉祀している．これは猪

鼻城からみれば巽の方位に当る．何故に，この方向に耳

翼の牛頭天王を勧請した場を設けたのかは詳らかではな

い．これについてさらに『千葉伝考記』によると，常重

は大治2年6月に妙見：尊を大椎城から猪鼻城内に勧請し

祭祀を挙行している．しかし，妙見社は現存しない．と

、ころが，猪鼻台にある千葉大学医学部正門内側に聖地と

されているところがあり，そこが妙見社の元社地ではな

いかと推察されている．史料によると，城郭内に牛頭天

王を奉祀しているように，現存の七天王塚の各塚にも牛

頭天王を奉祀した小祠が安置され，その即製には「堀内

牛頭天王」と銘記されており，安永2年（1773）の建立

である．これは明らかに『千欝欝』を参照して後世に建

立したものであるが，7基の塚に関する伝承は多い．7

基の地物と妙見社元社地，それに加えて千葉氏の守護神

信仰が妙見菩薩であることから，7基塚が妙見信仰に基

づくものであろうと筆者は推論する．しかし，それらの

塚を線で結ぶと北斗七星の星座にはならない．ところが，

猪鼻北方や乾の方位に香取神社と妙見神社，それに北斗

山金剛授寺を建立していることなどを合考すると，やは

り7基の塚の配置は妙見信仰に基づく北斗七星の象徴：で

あり，堀内妙見社元社地が北極星の象徴ではないかと推

論する．

　なおもう一つ注意したい位置関係がある．それは左に

説述する寺院との関係である．堀内妙見社元社地と七天

王塚の延長上から少し外れる位置にあるが，字星久喜に

星久山千手院があり，さらにその延長上の大宮台地上に

坂尾山栄福寺がある．両者は同宗であり，後者が前者の

宗寺であるが，記録によると，栄福寺は後世に改称され

た．創建当初は千葉常将（猪鼻城築城の常重の3代前の

一83一


